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貝
田
地
区
で

わ
ら
馬
作
り

こ
と
し
も
余
す
と
こ
ろ
あ
と
一
か
月
。

年
の
瀬
に
は
を
く
て
は
な
ら
な
い
さ
い

の
神
さ
ん
の
わ
ら
馬
作
り
が
貝
田
地
区

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
十
二
月
十
五
日
、
さ
い
の
神
の

日
に
わ
ら
馬
や
白
団
子
を
神
前
に
供
え

る
と
良
縁
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
の
が
、

古
く
か
ら
こ
の
地
区
の
伝
え
と
在
っ
て

今
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
馬
作
り
は
子
供
の
こ
ろ
お
じ
い

さ
ん
に
教
わ
っ
た
と
い
う
岡
田
峯
暗
さ

ん
は
、
高
さ
四
〇
彗
ほ
ど
の
馬
を
、
口
、

前
足
、
胴
の
順
で
作
っ
て
い
き
ま
す
が
、

わ
ら
以
外
は
い
っ
さ
い
材
料
を
使
わ
を

い
の
で
、
要
所
の
し
め
の
具
合
に
よ
っ

て
出
来
栄
え
が
決
ま
る
と
あ
っ
て
一
生

懸
命
。貝

田
地
区
で
は
、
こ
と
し
も
十
四
日

夜
か
ら
十
五
日
朝
に
か
け
て
〝
さ
い
の

神
さ
ん
″
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲
ワ
ラ
馬
づ
く
り
に
精
を
出
す
岡
田
さ
ん
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年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

交
通
安
全
は
ゆ
と
り
の
心
か
ら

街
は
人
の
波
、
道
路
は
串
の
　
〝
洪
水
″
。
街
全
体

が
何
と
を
く
気
ぜ
わ
し
く
な
る
の
が
十
二
月
で
す
。

そ
の
気
ぜ
わ
し
さ
の
な
か
で
、
や
や
も
す
る
と
、
わ

た
し
た
ち
は
〝
心
の
ゆ
と
り
″
を
見
失
い
が
ち
で
す
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
も
「
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
の
心
」
を
も
っ

て
安
全
運
転
、
安
全
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

街
角
か
ら
無
事
故
を
祈
る

町
交
通
安
全
指
導
員

入
江
　
恭
子

今
年
も
年
末
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
各
事
業

所
、
団
体
等
の
方
々
の
協
力
の
も

っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
せ
め
て
こ

の
期
間
中
だ
け
で
も
無
事
故
で
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
。
お
年
寄
り
を

見
た
ら
我
が
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

子
供
を
見
た
ら
近
所
の
○
○
ち
ゃ

ん
と
思
っ
て
安
全
運
転
を
た
の
む

わ
ヨ
…
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ

ず
に
…
と
息
子
を
送
り
出
し
担
当

の
部
所
に
急
ぐ
の
で
あ
る
。
明
日

も
皆
さ
ん
の
無
事
な
姿
を
街

江

▲悲悸な自動車事故

11月兼溝口署管内瑚事故発生状況
（人身事故）

飲
酒
運
転
防
止
は

コ
二
な
い
運
動
巴
の
義
か
ら

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
「
忘

年
会
」
や
「
新
年
会
」
な
ど
が
あ
り
、

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
に
特
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い

の
が
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
す
。

お
酒
を
飲
む
と
、
自
分
で
は
酔
っ

て
い
を
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
感
覚

江府 溝口 岸本 合計

件
24 29 29 82

伽） 脚 82） ㊥2）

死 者
0 1 1 2

日） （1） （5） （7）

負傷者
34 36 36 106

即） 舶） （35） （115）

（）は昨年同期

は
麻
ひ
し
、
素
早
い
判
断
や
行
動
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
前
方
の
人
や
車
の

確
認
が
遅
れ
た
り
、
見
落
と
し
た
り

す
る
ほ
か
、
気
が
大
き
く
な
り
危
険

を
危
険
と
も
思
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
な
ど
非
常
に
不
安
定
な
心
理
状
態

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
飲
酒
運
転
は
、

交
通
事
故
と
背
中
合
わ
せ
に
を
っ
て

い
る
の
で
す
。

飲
酒
運
転
の
防
止
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
自
身
が
気
を
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
家
族
、
地
域
、
職
場
ぐ
る
み
の

注
意
も
心
要
で
す
。

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
次
の
「
三
な
い
運

動
」
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

安
全
運
転
の
励
行
は

「
ゆ
と
り
」
か
ら

ベ
ス
ト
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
条
件
と

は
、
走
行
中
、
特
に
先
を
急
い
で
い

る
よ
う
な
と
き
で
も
、
は
や
る
気
持

ち
を
抑
え
て
運
転
で
き
る
こ
と
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
な
か
で
、

時
間
に
追
わ
れ
て
の
運
転
中
、
つ
い

ほ
か
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
わ
き
見

運
転
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
ち

ょ
っ
と
し
た
心
の
ス
キ
が
大
事
故
を

招
き
ま
す
。

安
全
な
ス
ピ
ー
ド
で
、
十
分
な
車

間
距
離
を
保
ち
、
前
方
の
安
全
を
確

認
し
、
ど
ん
な
事
態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
常
に
「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。
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江　　府　　町　　報

1月

消防出初め式

遠距離通学生63人が寄宿舎生活スタ

ート。

85人が参加し、正月マラソン大会。

ト
高
齢
者
顕
彰
式
に
顕
彰
者
の
中
尾
ち
ょ
う

さ
ん
と
下
垣
喜
子
さ
ん
が
元
気
で
出
席

昭和57年もあと少しとなりました。

今年の足跡をふりかえり、さらに飛躍する

江府町の姿を胸に画きながら、静かに往く年

57年をおくりたいものです。

以下は、この1年間の町のおもな事業・話

題を送ってみました。

手島祐氏（江尾）が自治功労者とし

て勲六等単光旭日章に輝く。

西部広域消防署江府出張所が江府消

防署に昇格。

成人式及び高齢者顕彰式が行われ、

62人が大人の仲間入りをした。

2月

中国横断自動車道江府町対策協議会

結成。

農機具保管施設完成（同和対策事業）

3月

町立運動公園総合運動場完成。

明通児童館完成。

町道杉谷貝田袋原線（杉谷地内）道

路改良工事完成。町道始めての消雪

装置を設置。

町道助沢三平線（助沢地内）道路改

良工事完成。

林道半ノ上線完成。

林道久郡谷線完成。

野田平農道橋（貝田地内）完成。

佐川集会所完成。

尾上原山村広場完成。

鳥取県知事選挙執行。投票率79．90㍍

俣野川ダム発電所（最大出力2．100与力

が国の電源開発基本計画に組み入れ。

4月

集落経営基金条例に基づく交付金の

交付式。

妹尾治夫氏（西成）の奉仕により新

嘗祭供御献穀斉田播種式。

川筋地区簡易水道新設工事完成。

5月

新嘗祭供御献穀斎田

田植式。

日本体育協会事業部

長、文部省体育局専

門員が来町し、第40

回国民体育大会山岳

会場を総合視察。

6月

町民総合運動場オー

プン。面積12，5001げ

郡身体障害者スポーツ大会が本町で

開催。

7月

第40回国民体育大会山岳会場に正式

決定。

西部消防ポンプ操法大会において、

町消防団が優勝、準優勝に輝く。

西部広域家畜市場で初の7月期子牛

せり市が開催。本町から131頭出場。

俣野川ダム建設地点でダム定礎式。

井上町長が通商産業大臣表彰を受彰。

第34回山陰少年軟式庭球選手権大会

を開催。235チーム470人が参加。

8月

鏡ケ成キャンプ場用地取得。面積912

00が。

第29回町畜産品評会を開催。32頭出

場。

盛大に催されたミ江尾十七夜モ。

9月

第40回国民体育大会実行委員会設立。

江尾大区、柿原、宮市、宮市原、美

用、乗尾に小型動力ポンプを交付及

び配備する。

選挙人名簿登録者は、4051人。昨年

より8人滅。

10月

町立総合体育館完成。

町発足30周年記念町民体育大会。

11月

町発足30周年記念式。

公営森林造成1，000㌶達成。

砂口鶴寿氏（吉原）が自治功労者と

して藍綬褒章に輝く。

半の上集会所完成。

新道地区有線放送設備工事着工。

町道尾上原線（尾上原地内）新設工

事着工。

農道ヒナ山・クマノ線（池ノ内地内）

新設工事着工。

農道五王山線（池ノ内地内）新設工

事着工。

池ノ内地区児童遊園地新設工事着工。

尾上原水路改修工事着工。

一旦防火水そう新設工事着工。

12月

助沢地区飲料水供給施設完成予定。

水道普及率97㌫。

ト
助
沢
地
区
飲
料
水
供
給
魔
股
の
水
源
地

ト
ト
併
絢
紺

大平原スキー場に第1・第2リフト

が完成。延長883．84㍍。

宮の前集会所完成。

武庫多目的集会所完成。

新道多目的集会所完成。

林道寺谷線（下安井地内）舗装工事

完成予定。

町立運動公園総合運動場照明施設着

工。
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明
る
い
町
づ
く
り
へ

建
設
工
事
あ
れ
こ
れ

報町府江

…
日
の
詰
ま
で
広
い
道
…

町
道
尾
上
原
線
…

尾
上
原
地
区
の
集
落
を
横
断

し
て
い
る
道
路
は
、
幅
員
が
狭

く
車
の
通
行
も
不
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
、
生
活
道
路
と
し

て
又
緊
急
時
に
備
え
る
道
と
し

て
、
県
道
に
併
行
し
て
日
の
詰

地
区
ま
で
通
じ
る
町
道
尾
上
原

線
（
延
長
三
六
八
・
八
㍍
）
の

新
設
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
費
は
二
、
九
重
万
円

で
、
三
月
未
完
成
の
予
定
で
す
。

ト
万
一
の
と
き
も
こ
れ
で
ひ
と
安
心

…
夜
問
照
明
が
着
工

総
合
グ
ラ
ン
ド

総
合
グ
ラ
ン
ド
に
夜
間
照
明

施
設
設
置
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

夜
間
照
明
は
、
二
面
の
野
球

場
に
六
基
と
り
つ
け
ら
れ
る
計

画
で
、
総
工
事
費
四
、
七
〇
〇

万
円
で
、
完
成
は
三
月
上
旬
の

予
定
で
す
。

完
成
し
ま
す
と
、
夜
間
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
も
明
る
い
照
明
の

も
と
で
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

丁目
鵠

ト
ナ
イ
タ
ー
が
楽
し
め
ま
す

川
　
地
域
づ
く
り
の
拠
点

三
地
区
に
集
会
所
が
完
成
…

半
の
上
、
新
道
、
武
庫
地
区
に
集

会
所
が
相
次
い
で
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
電
源
立
地
促
進
対
策
交

付
金
の
充
当
事
業
で
す
が
、
第
三
期

山
村
振
興
対
策
事
業
の
地
域
指
定
を

得
て
、
こ
れ
と
併
用
し
建
設
し
た
も

の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
集
会
所

に
は
、
会
議
室
、
調
理
実
習
室
な
ど

が
設
備
さ
れ
、
今
後
地
区
集
会
を
は

じ
め
、
婦
人
学
級
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
供
会
を
ど
地
域
の
公
民
館
活
動
・

福
祉
活
動
の
場
と
し
て
活
発
に
括
用

さ
れ
、
明
る
く
活
気
の
あ
る
地
域
づ

く
り
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

1半の上集会所

木造平屋建て

面　積107．051ガ

事業費14，230千円

▼武庫集会所

鉄骨平屋建て

面　積211．90汀f

事業費40，442千円

6
日
皿

7
R
H
n
口

8
日
日
＝

9
日
㈹

1
0
日
㈱

1
1
日
㈹

1
2
日
也

1
3
日
出

1
5
日
㈱

1
6
日
㈹

1
7
日
㈱

1
8
日
㈱

1
9
日
也

2
0
日
出

2
2
日
㈲

2
4
日
㈹

2
5
日
㈹

2
6
日
㈱

2
7
日
比

3029

日一日

（火）（月）

長
日
誌

＊
1
1
　
月

米
子
市
産
業
体
育
館
竣
工
式

庁
内
会

在
勤

町
発
足
三
十
周
年
記
念
・
町
立
総

合
体
育
館
竣
工
並
び
に
公
営
森
林

造
成
一
、
〇
〇
〇
筋
達
成
記
念
合

同
式
典

在
勤

町
立
総
合
体
育
館
完
成
”
こ
け
ら

落
と
し
″
（
那
禦
ル
射
馴
グ
し

県
農
林
水
産
祭
（
鳥
取
）

三
町
衛
生
施
設
組
合
監
査

在
勤

西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

町
戦
没
者
殉
職
者
慰
霊
祭

職
員
研
修
会

根
雨
土
木
所
長
来
庁

洲
河
崎
役
員
、
中
電
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
来
庁

吉
原
地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事

業
完
成
記
念
碑
除
幕
式

久
遠
水
路
調
印
式
、
防
火
水
そ
う

・
夜
間
照
明
施
設
設
置
工
事
入
札

県
内
地
方
農
林
振
興
協
議
会
長
会

全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
（
鳥
取

）
、
農
業
用
ダ
ム
会
議

半
ノ
上
林
道
竣
工
式

農
業
用
ダ
ム
会
議
、
企
画
事
業
入

L本在
勤

在
勤

三
町
衛
生
施
設
組
合
定
例
議
会

全
国
過
疎
会
議
、
全
国
自
然
休
養

村
会
譲
（
東
京
）
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江　　府　　町　　報

予算の34．8㌫が収入済

略和57年度上半期

財政状況報告

財産表

区　 分 種 目 数　 量

行政財産 土地 14．0馳J

ク 建物 8．6以

公共財産 土地 1，0私服

ク 建物 14，1壬伽†

普通財産 土地 3，9礼575d

〃 その他 5，912千円

積立基金　　　　町税の調定と収入

一般会計財政状況

昭和57年4月1日から昭和57年9月30日

までにみなさんが納められた税金や国から

いただいた地方交付税などがどのくらい入

り使われたかを図表に表わしました。

公債費一時借入金現在高

税　 目 調 定 額 収 入 額 徴 収 率

町　 民　 税 12 9．！溺 ’　 ＝「H85 ．29 1 6 5．8％

固 定 資産 税 12 9，46 9 66 ．55 7 51．4

軽 自 動 車 税 4，454 4，387 9 8．5

たばこ消 費税 10，93 0 10 ，9 30 10 0．0

電　 気　 税 14 ，4 94 14 ．4 94 10 0．0

木 材 引 取 税 218 2 18 100 ．0

特 別 保 有 税 4 ，99 9 4，99 9 100 ．0

合　 計 294 ．116 1 86，87 6 6 3．5

区　 分 金　 額 区　 分 金　 額

総 務債 　 千円
248．048 同和 債

　 千H
161．853

衛 生債 41，117 辺地債 11，444

農林債 305．602 過疎 債 813，521

土木債 91．802 災髄 旧費 24，790

教育債 55，018 その他 263，646

合　 計 2♪16．糾1

一l締入金 0

2，738，285千円　収入額妬3，727千円
（封．8％）

＝一般財源（収入削16，122千円かL8％）＝

282．804千円

15，200千円

10．500千円　69．1％

繰　　越　　金　42．207千円

自助ヰ取得税12，（伽千円

財　産　収　入112．752千円

地方姓与税13．5∝l千円

使用料及手数料　4．374千円

交i安全交付金　　517千円

翌有幣鹿砦　4（肝円

42．655千円101．1％

3．18】千円　26．5％

15．020千円13．3％

185．7■50千円

；：：≡諾芸：；冨66．472千円
一　一　　35．8％

＝特定財源（収入璽怜軌727千円軋8％）＝

41，約2千円　8．1％

280．285千円

92．槌2千円
7．029千円　7．6％

地方交付税

町　　税

寄　附　金

そ　の　他

国庫支出金

地　方　債

県支出金

分担金及
負　地　金

そ　の　他

総　務　費

農林水産業費

公　債　費

土　木　費

民　生　費

教　育　費

諸　支出金

衛　生　費

商　工　費

譲　合　竿

そ　の　他

2，738，285千円　支出額759，6諮千円
（27．7％）

250．920千

210．004千

120，003千円　45．2％

30，442千円12．1％

73．147千円　封．8％

187．455千円

60．009千円　32．1％

131，357千円

94．630千円　72．0％

91．780千円
34．837千円　38．0％

52，亜0千円
31，411千円　59．9％

48．531千円

23，733千円　鯛．9％

59・012千円（彗慰ミ琵琶
20．198千円　34．2％

（諸芸19．…監謂慧：諾
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報

豊かな

人間関係

町府江

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は

・
人
権
の
共
存
－
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関

係
を
つ
く
ろ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
障
害
者
の
寛
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

の
四
点
を
強
調
事
項
と
定
め
広
く

国
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

”
人
権
〝
と
い
う
と
、
何
か
難

し
い
も
の
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
社
会

の
な
か
で
幸
福
を
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
を
人
間
と
し
て
の
当
然

の
権
利
－
そ
れ
が
人
権
で
す
。

そ
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
、
”
基
本
的
人
権
″
は
、
憲
法

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の

回
り
に
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ

を
は
じ
め
、
近
隣
騒
音
な
ど
隣
近

所
の
も
め
ご
と
か
ら
婦
人
・
障
害

者
・
同
和
問
題
に
至
る
ま
で
、
人

権
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
人
権
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し

て
、
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
な
か
で
、
人
権
問
題
の

相
談
に
応
じ
た
り
、
人
権
が
侵
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
件
の
調

査
な
ど
を
す
る
人
で
、
現
在
一
万

一
千
五
百
人
が
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
う

え
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
上
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
困
っ
て
い

る
場
合
は
、
お
気
軽
に
人
権
擁
護

委
員
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。本

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
で
す
。

生
田
さ
ん
に
優
良
賞

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
五
十
七
年
度
鳥
取
県
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
江
府
中
学
校
の
生
田
志
保
さ
ん
（

江
尾
）
が
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
主
催
で
、
中
学
生
に
基
本
的
人
権
の
重
要
性
と

人
権
尊
重
の
理
念
を
侵
透
し
、
互
い
に
こ
れ
を
尊
重
し
、

守
り
育
て
て
後
世
に
受
け
継
ご
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
甲
五
〇
七
編
（
二
二
校
）
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
の
は
優
良
賞
に
輝
い
た
生

田
さ
ん
の
作
品
で
す
。
今
一
度
「
人
権
の
尊
重
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔
と

温
か
い
人
問
関
係

江
府
中
学
校
三
年

生
　
田
　
志
　
保

今
年
の
夏
休
み
、

私
は
、
テ
ニ
ス
を

は
じ
め
て
以
来
の

目
標
だ
っ
た
全
国

大
会
に
出
場
し
た
。

そ
し
て
期
待
と
不

安
の
入
り
交
じ
っ

た
東
京
体
育
館
で
、

胸
を
打
た
れ
る
情

景
に
出
会
っ
た
。

そ
れ
は
、
私
達
が
試
合
に
敗
れ
、
ふ

て
く
さ
れ
て
い
た
時
の
こ
と
だ
。
観
客

席
に
腰
を
お
ろ
し
汗
を
ふ
い
て
は
じ
め

て
会
場
の
ぎ
わ
め
き
に
気
づ
き
、
ふ
と

眼
下
の
コ
ー
ト
を
見
お
ろ
し
た
。
そ
の

時
、
私
の
目
に
は
、
想
像
も
で
き
を
い

よ
う
な
風
景
が
と
び
こ
ん
で
き
た
。
背

骨
が
お
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う

ほ
ど
上
体
を
く
ね
ら
せ
、
か
ろ
う
じ
て

右
手
に
の
っ
た
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
ト
ス

す
る
。
そ
し
て
左
利
き
の
そ
の
人
は
高

い
打
点
か
ら
き
れ
い
を
サ
ー
ブ
を
相
手

コ
ー
ト
に
つ
き
さ
す
よ
う
に
打
ち
こ
む

の
だ
。
普
通
の
後
衛
は
た
い
て
い
、
フ

ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ブ
の
時
に
ボ
ー
ル
を
二

個
も
ち
、
失
敗
し
て
も
す
ぐ
セ
カ
ン
ド

サ
ー
ブ
を
打
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
人
に
限
っ
て
は
コ
ー
ト
の

う
し
ろ
に
い
る
中
学
生
の
補
助
員
が
一

個
ず
つ
わ
た
し
て
い
る
。
私
は
し
ば
ら

く
黙
っ
て
そ
の
試
合
に
注
目
し
て
い
た
。

二
ゲ
ー
ム
め
が
終
わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
チ

ェ
ン
ジ
と
い
う
時
、
私
は
び
っ
く
り
し

た
。
さ
っ
と
体
を
く
ね
ら
せ
を
が
ら
き
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安
江
久
夫
（
洲
河
崎
）
五
⊥
≡
宍

上
原
裕
臣
（
江
　
尾
）
五
⊥
一
号
ハ

人
権
は
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て

侵
さ
れ
て
そ
の
大
切
さ
に
気
付
く

前
に
、
日
ご
ろ
か
ら
人
権
の
尊
重

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
て

言
わ
ば
水
や
空
気
の
よ
う
な
も
の
。
　
お
き
ま
し
ょ
う
。

江　　府　　町　　報

▲人権過間中、町内を巡回する
町人権擁護委員

れ
い
な
ト
ス
を
あ
げ
て
い
た
右
手
…
。

腕
の
と
こ
ろ
か
ら
先
が
な
い
の
で
あ
る
。

少
し
は
な
れ
て
い
た
の
で
よ
く
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
た
し
か
に
指
が
な
か

っ
た
。
直
接
そ
の
右
手
が
関
係
す
る
プ

レ
イ
と
言
え
ば
、
た
し
か
に
サ
ー
ビ
ス

の
時
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
ボ
ー
ル

を
打
つ
時
、
特
に
ボ
ー
ル
に
接
す
る
回

数
が
多
い
後
衛
に
と
っ
て
、
ラ
ケ
ッ
ト

を
持
た
を
い
手
が
重
要
な
役
割
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
言
わ
ず
と
も
知

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
彼
女

は
走
り
ま
く
り
、
正
確
に
相
手
に
返
し

て
い
る
。
そ
し
て
前
衛
も
彼
女
の
フ
ァ

イ
ト
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
ボ
レ
ー

や
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
。
そ
し
て
二

人
は
試
合
に
勝
っ
た
。
私
は
何
だ
か
自

誤さんが
県知事表彰を受ける

11月8日開催の第21回鳥取県農林水産祭

で、農業功労者として徳岡健一さん（半の

上）、優良農業生産者として高津道書さん

（御机）に県知事表彰が贈られました。

徳岡さんは、

中山間地のほ場

整備促進と半の

上林道開設事業

に尽力された功

績が認められた

ものです。

また、高津さ

んは、夏大根を

導入し、積極的

に栽培し規模拡

大を図ると共に、

地区内指導者と

してその才舌躍が

認められ表彰さ

れたものです。

徳岡健一さん

高津道書さん

分
が
は
ず
か
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
は

ず
か
し
い
と
同
時
に
心
の
ど
こ
か
に
言

い
よ
う
の
な
い
感
動
を
お
ぼ
え
た
。
結

局
二
人
は
、
二
回
戦
も
勝
ち
ベ
ス
ト
8

に
残
っ
た
。
そ
の
後
、
準
々
決
勝
で
敗

れ
は
し
た
も
の
の
、
決
し
て
相
手
チ
ー

ム
に
劣
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
優
勝
チ
ー
ム
を
苦
し
め
た
、
最
高
の

ペ
ア
だ
っ
た
と
私
は
思
う
。

そ
の
後
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
私
は
、

彼
女
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
。

彼
女
を
つ
う
じ
て
、
温
か
い
人
間
関
係

を
学
ん
だ
の
だ
か
ら
、
試
合
中
、
彼
女

の
ま
わ
り
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
た
。

う
ま
く
ト
ス
を
あ
げ
ら
れ
ず
ポ
ー
ル
を

お
と
し
た
彼
女
を
笑
顔
で
は
げ
ま
し
た

前
衛
、
一
球
一
球
て
い
ね
い
に
ボ
ー
ル

を
手
わ
た
し
て
い
た
補
助
員
、
だ
ま
っ

て
彼
女
た
ち
を
見
つ
め
て
い
た
監
督
の

先
生
、
そ
し
て
観
覧
席
の
応
援
…
。
そ

れ
ら
の
一
つ
一
つ
、
全
て
の
も
の
が
彼

女
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
で
あ
っ
た
ろ

う
。
特
に
、
彼
女
の
ど
ん
を
失
敗
に
も

ぐ
ち
ひ
と
つ
こ
ぼ
さ
ず
、
い
や
な
顔
ひ

と
つ
せ
ず
か
け
よ
っ
て
は
げ
ま
し
て
い

た
前
衛
に
対
し
て
は
、
彼
女
も
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
と

思
う
。

世
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
間
関

係
が
あ
る
。
特
に
、
彼
女
の
よ
う
に
、

あ
た
た
か
い
笑
顔
に
は
げ
ま
さ
れ
て
生

き
て
い
る
人
は
多
い
と
思
う
。

私
た
ち
は
日
頃
、
五
体
満
足
な
自
分

の
生
晴
の
中
で
、
人
間
同
士
の
温
か
い

は
げ
ま
し
合
い
を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
身
体
に
障
害
を
も
ち
を
が
ら

一
生
懸
命
生
き
て
い
る
人
、
家
族
と
は

な
れ
て
孤
独
を
生
活
を
し
て
い
る
お
年

寄
り
、
こ
の
人
た
ち
に
今
何
よ
り
も
必

要
な
の
は
温
か
い
人
間
関
係
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
し
て
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で

は
な
い
か
と
思
う
。
誰
に
だ
っ
て
、
人

間
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
以
上
、
そ
れ

を
求
め
る
権
利
は
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
と
同
時
に
、
そ
の
喜
び
を
お
互
い
に

与
え
あ
う
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
人
間
同
士
、
友
達
同
士
で
助

け
あ
う
精
神
も
大
切
だ
。
人
間
は
だ
れ

だ
っ
て
ひ
と
り
の
力
で
生
き
て
は
ゆ
け

な
い
。
助
け
合
い
、
は
げ
ま
し
合
い
、

共
に
き
ず
つ
き
、
よ
ろ
こ
び
、
そ
う
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
す
ぼ
ら
し
い
人
生
が

お
く
れ
る
の
だ
。

あ
た
た
か
い
人
間
関
係
、
あ
ふ
れ
る

笑
顔
…
・
。
こ
れ
か
ら
本
当
の
意
味
で
の

人
生
を
歩
い
て
い
く
私
た
ち
に
と
っ
て
、

苦
し
み
も
が
き
な
が
ら
で
も
充
実
し
た

人
生
を
お
く
ろ
う
と
い
う
な
ら
ば
、
第

一
に
は
、
や
は
り
人
間
関
係
だ
。
私
は

そ
の
大
切
さ
を
、
愛
す
る
テ
ニ
ス
の
試

合
か
ら
学
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う

し
て
考
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
を
っ

た
の
だ
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
酒
に

こ
の
尊
い
体
験
を
い
か
し
、
い
つ
ま
で

も
、
現
在
の
こ
の
心
、
こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
で
い
た
い
。

そ
し
て
い
つ
で
も
、
相
手
の
立
場
に

在
っ
て
物
事
を
考
え
ら
れ
る
人
、
あ
た

た
か
い
心
と
、
や
さ
し
い
微
笑
み
の
持

ち
主
に
な
り
た
い
と
思
う
。
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子
供
の
国
保
育
園
だ
よ
り

も
ち
つ
き
を
楽
し
む

▲ひと足早いお正月気分を味わう園児たち

十
一
月
二
日
、
ひ
と

足
お
先
に
正
月
の
も
ち

つ
き
を
し
ま
し
た
。
年

末
は
父
母
た
ち
が
忙
し

く
を
る
た
め
、
毎
年
十

一
月
上
旬
の
行
事
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

父
母
二
十
人
も
加
わ
り
、

二
十
五
㌔
の
つ
き
た
て

の
も
ち
に
舌
つ
づ
み
を

打
ち
ま
し
た
。

スキーリフトが完成

26日から使用開始

奥大山スキー場（旧南大山スキー

場）にスキーリフト2基が完成し、

12月26日に予定されているスキー場

開きから使用が開始されます。

奥大山スキー場は、1設え。初心者

から高度の技術を身につけた人まで

楽しめるため、リフト新設に伴い多

くのスキーヤーでにぎわいそうです。

また、今シーズンからこれまでの

名称「南大山スキー場」を「奥大山

スキー場」と変更しました。

ト
完
成
し
た
ス
キ
ー
リ
フ
ト

江

泥んこでヨイショ

園児イモ掘り楽しむ

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
十
六

日
、
保
育
園
の
菜
園
で
泥
ん
こ
に
な

り
な
が
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
行
い
、

収
穫
の
書
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
園
児
た
ち
は
保
育
園

の
後
に
あ
る
二
〇
〇
平
方
㍍
の
菜
園

に
勢
ぞ
ろ
い
。
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ

ョ
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
両
手
で

し
ば
ら
く
掘
る
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
。
「
わ
あ
す
ご
い
」
と
手
足

を
泥
ん
こ
に
し
な
が
ら
得
意
そ
う
に

見
せ
る
園
児
も
お
り
、
菜
園
は
歓
声

▲収穫の喜びを味わう園児たち

哀‾．‾執㌘打率

明
道
児
童
館
だ
よ
り

が
い
っ
ぱ
い
。
収
穫
し
た
イ
モ
は
焼

い
て
食
べ
ま
し
た
。

八
月
七
日
開
館
以
来
、
多
く
の

児
童
が
来
館
し
、
十
一
月
末
に
は

延
四
一
六
人
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
三
九
回
も
来
る
子
供
が

い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
館
の
き
ま
り
を

守
り
な
が
ら
遊
び
を
工
夫
し
た
り
、

大
き
な
声
で
名
作
物
語
を
読
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
親
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、

月
一
回
を
目
標
に
学
習
の
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
十
月
に
は
”
本
読

み
の
す
す
め
方
、
上
手
な
聞
き
方
〟

と
い
う
主
題
で
学
習
・
討
議
を
し

ま
し
た
。
特
に
本
読
み
の
入
門
期

を
ど
う
育
て
る
か
に
許
が
は
ず
み

ま
し
た
。

館
と
し
て
は
、
毎
月
一
回
児
童
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▲「菊の花」いなだかずは

⑳

▲「三輪車」やまぐちたかまさ

▲「いも掘り」もちづき　りょういちろう

金密書首㊦診亀参
魯

館
だ
よ
り
を
発
行
し
、
運
営
状
況

や
話
題
の
提
出
に
つ
と
め
て
い
ま

－
　
0

．
．
「
フ

▲図書室で読書をする子供たち

▲無線機でおしゃべりを楽しむ会員

考、。＿。。。。こちらは…♂

訪問

南
大
山
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

南
大
山
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
（

会
長
・
浦
部
鏡
男
、
会
員
二
十
人
）
は

無
線
を
趣
味
と
す
る
人
た
ち
の
集
ま
り

で
、
毎
週
日
曜
日
電
波
を
通
じ
て
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
無
線
実
験
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

無
線
と
い
う
と
も
ち
ろ
ん
免
許
が
い

る
の
で
す
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
免
許
が

を
く
て
も
入
れ
み
ん
な
で
免
許
を
め
ざ

し
勉
強
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
年
齢
、

性
別
、
職
業
は
不
問
。

自
宅
の
無
線
機
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
む
人
、
単
に
自
動
車
に
無
線
機
を
の

せ
て
交
信
を
楽
し
む
人
…
・
顔
も
知
ら
な

い
ほ
か
の
土
地
の
人
や
海
外
の
人
た
ち

と
も
そ
れ
こ
そ
あ
っ
と
い
う
間
に
友
達

に
な
れ
ま
す
。

、‘一一・・頭重衰
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四角形
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と人との助け合い

2
3
人
の
献
血
者

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
車
が
十
一
月
十
、

十
一
日
の
二
日
間
、
町
内
を
巡
回
し
、
一
二

三
人
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
「
献
血
を
通
し
て

人
と
人
が
助
け
合
い
」
と
い
う
精
神
に
そ
っ

て
、
献
血
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

報町府江

献
血
者
芳
名
（
敬
称
略
）

11
月
1
0
日

江
府
町
役
場

1
1
月
1
1
日

俣
野
川
発
電
所
建
設
所

永
井
明
正

西
田
　
哲

藤
原
昭
仁

河
上
英
明

遠
藤
敏
彦

竹
内
幸
夫

仲
嶋
勝
利

清
水
豊
子

加
藤
　
泉

見
山
　
収

奥
田
功
司

長
岡
和
代

中
川
秀
樹

南
波
千
明

藤
原
泰
久

遠
藤
　
功

塚
原
　
守

影
山
祐
輔

千
藤
　
正

藤
森
史
子

後
　
栄
子

前
田
良
一

安
達
貴
行

望
月
豊
博

西
谷
信
広

川
島
太
助

可
知
英
樹

加
藤
由
加
利

下
坂
美
鈴

佐
々
木
治
夫

岡
本
幸
枝

矢
下
條
二

江
尾
郵
便
局

橋
谷
　
泉

長
谷
川
司

竹
内
　
勇

大
成
建
設

中
原
　
巌

中
村
其
佐
雄

川
崎
和
彦

村
田
和
郎

高
木
　
健

川
上
　
力

長
尾
光
生

松
元
　
膵

大
浦
幹
男

池
田
延
良

新
見
一
郎

谷
本
繁
昌

新
見
貞
美

・
奥
村
組

仲
　
敬
三

浦
部
弘
子

藤
原
恭
子

五
十
嵐
安
雄

三
好
重
文

永
岡
息
光

山
中
　
馨

小
野
義
則

吉
富
幸
雄

坂
口
孟
伯

神
坂
克
行

藤
田
益
子

田
本
賢
二

桶
谷
治
夫

首
藤
一
郎

藤
原
俊
貞

宮
本
　
充

青
木
義
信

大
崎
博
美

高
田
省
二
二

江
藤
倶
義

八
幡
ヨ
シ
コ

辰
巳
利
男

遠
藤
道
弘

丸
井
健
治

前
田
建
設

高
橋
福
子

宮
地
靖
男

吉
川
美
江

西
本
治
男

和
城
大
器

石
川
東
平

仁
保
政
信

梅
林
童
子

高
塚
千
里

飛
島
建
設

荒
木
　
博

坂
口
和
子

山
木
宏
司

蔵
本
満
男

熊
谷
光
春

酒
井
　
洋

宇
田
川
サ
刀
工

角
田
利
妃

田
中
敏
郎

梅
地
佳
代
子

藤
原
昌
美

川
上
幸
恵

大
角
十
九
三

横
谷
久
美

足
立
好
子

藤
原
和
子

福
田
い
ず
み

宮
本
恵
里

川
端
る
り
子

フ
ジ
タ
工
業

中
島
雅
志

岩
本
　
宝

村
雲
　
力

勝
原
幹
雄

池
田
　
勉

藤
原
鉄
夫

森
口
芳
明

藤
原
浩
子

・
大
林
組

柏
木
義
雄

大
成
孝
晴

苅
田
　
豊

藤
原
幸
太
郎

森
　
誠
治

山
根
久
和

山
田
智
文

日
高
忠
彦

平
野
欽
吾

長
野
敬
司

角
田
恵
美
子

坂
口
理
郎

渡
辺
志
郎

中
川
宗
一

覇空召さずご割き卓さ割き摩摩割き召さずさぞご卓さぞビデさぞさぞご卓さぞぎ割き割き卓さぞさぞぎ一声さぞさぞさぞご卓さぞご召さずぎ

年金のしくみ

●必ず加入しなければならない人

農業、漁業、商業、自由業を営む人など

●希望により加入できる人

サラリーマンの奥さんや学生、他の年金

制制度から年金を受けられる人とその奥さん

をど。

●定額保険料

1か月…5，220円

（昭和58年4月から5，830円）

●付加保険料

将来、より高い年金をという人のために

設けられています。

1か月…400円

◎保険料の免除と追納

生活をきりつめても保険料を納められを

いとか、生活保護を受けている人などは、

保険料の納付が免除されます。免除を受け

た場合、その間の年金一軌ま、納めた場合の

3分の1の額になります。

なお、免除を受けた期間について、10年

以内をら追納できます。

国民年金制度は、加入者が保険料を納
め、それをもとにして年金を受けるとい
う拠出年金と、保険料を納めないでも受
けられる福祉年金の2つの系統から成り
立っています。あなたも国民年金のしく

年 金 の 種 類
年　　 金　　 額
（57年 8 月か ら）

老　 齢　 年　 金 お年肘 寸　 5 65 ，50 0 円

通算 老 齢 年 金 加入期間等 に応 じて支給

障　 害　 年　 金
1 級 70 3 ，5 00 円

2 級 56 2 、8 00 円

芸 母 享 年 金 56 2 ．8 00 円
（母子、準母子如井1軋 ∝旧円）

遺　 児　 年　 金 56 2 ，8 00 円

寡　 婦　 年　 金 官
夫 が受 け るは ず で あ っ
た年 金 額 の 半額

死 亡 一 時 金
納 付 した 期 間 に応 じて
23，0 00 円 － 52 ．000 円

■福祉年金（生年月日等により拠出
年金に加入できなかった人など）

年 金 の

種　 無
この よ うなと き

年 金 犠

紬 月から）

老　 齢

福 祉 年 金

明治 朗年4 月1日以前 に
卸 1．200 円

生 まれ た人 に70歳 か b

障　 害

福 祉 年 金

障害者 に

な った と

1　 級 亜 2，400 円

2　　 級 測 1，200 円

母子、準母

福 祉 年 金

生 計中心 者 が亡 くな っ
392．400円P

た と き

我が国には、国民年金を含めて、次のとお

り8つの年金制度があります。これらの各制

度に加入していた期間を合算して、一定以上

の期間になれば通算老齢年金が受けられます。

●8つの公的年金制度

国民年金、厚生年金保険、船員保険、国家

公務員、共済組合、地方公務員等共済組合、

私立学校職員共済組合、公共企業体職員等共

済組合、農林漁業団体、職員共済組合
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ふ
る
さ
と
地
名
考
④

報町府江

優
　
野

鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
豪
族
に

桓
武
平
氏
の
俣
野
氏
が
あ
り
、
こ

の
一
族
は
、
相
模
国
高
座
郡
俣
野

邑
で
勢
力
を
ふ
る
っ
た
。
江
府
町

の
俣
野
が
、
こ
の
一
族
と
関
係
が

あ
っ
た
よ
う
な
史
料
も
伝
承
も
を

い
か
ら
、
恐
ら
く
こ
れ
と
は
無
関

係
で
、
こ
の
村
の
地
形
に
基
づ
く

地
名
と
思
わ
れ
る
。
「
俣
」
は
、

「
二
つ
以
上
に
分
か
れ
で
い
る
と

こ
ろ
」
で
、
俣
野
川
・
深
山
口
川

の
分
岐
点
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
地
名
が
生
ま
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

兼
　
用

明
治
の
は
じ
め
に
、
乗
尾
村
と

無
用
（
む
よ
う
）
村
と
が
合
併
し
て
、

美
用
と
い
う
新
し
い
村
名
が
生
ま

れ
た
。
だ
か
ら
こ
の
村
名
は
無
用

か
ら
出
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
無
用
」
と
は

大
変
を
名
前
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
村
人
は
「
昔
は
武
用
村
と
言
ひ
し

由
」
と
い
い
伝
え
て
い
た
と
い
う
が
、

さ
す
が
に
余
り
好
ま
し
く
な
い
村

名
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
村
名
に
「
用
が
な
い
・
役
に

た
た
を
い
」
な
ど
と
い
う
意
味
で
の

無
用
を
ど
と
い
う
文
字
を
使
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
「
武

用
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
無
用
」
に
改
め

る
と
い
う
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、

悪
い
意
味
で
な
い
無
用
、
例
え
ば

何
か
の
負
担
を
免
除
さ
れ
て
い
る

村
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
付

け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
村
の
歴
史
は
、
江
戸

時
代
の
村
人
に
は
も
う
す
っ
か
り

忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
名
を
き
ら
い
、
明
治
に
な
っ

て
隣
村
を
合
併
し
た
機
会
に
、
「
む

」
「
み
」
に
代
え
て
、
美
用
村
と
い

う
美
し
い
名
を
作
っ
て
古
い
名
を

無
用
に
し
た
の
で
あ
る
。

貝
　
田

貝
田
・
貝
原
な
ど
は
、
ど
う
考

え
て
も
貝
に
関
係
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
山
間
の

地
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
断
定
す
る

に
は
無
理
が
あ
る
。
垣
内
（
か
き

つ
・
か
い
と
）
と
関
係
づ
け
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

田
畑
に
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
囲

っ
た
一
区
画
の
土
地
で
、
豪
族
の

所
有
地
や
小
部
落
を
意
味
す
る
地

名
と
い
え
よ
う
。（

江
府
町
史
か
ら
）

人
の
　
欄

動
き喜

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

山
本
　
育
夫

加
藤
　
倫
理

前
田
　
道
昭

小
谷
由
美
子

））

錮
和
銅
）

小
倉
　
壮
一

俵
平
名
敏
子

日
南
町
生
山

俣
野
か
ら

佐
川

倉
吉
市
福
棟
か
ら

下
蚊
屋

西
伯
郡
日
吉
津
村
か
ら

御
机

沖
縄
県
国
頭
郡
か
ら

岡
田
　
照
道

荒
松
　
明
美

）
小
江
尾

西
伯
郡
名
和
町
か
ら

開
墾
）
餌
銅
打
市
か
ら

本
庄
　
照
書

藤
原
碁
美
子

新
矢
　
哲
庫

亀
田
美
恵
子

溝
口
町
添
谷

俣
野
か
ら

広
島
県
大
竹
市
・

大
河
原
か
ら

本御新

一机二

細川徳
田　上岡

加
奈小

祐子香

道
仁仁明

長二長
男　女女

あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
し
た

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

吉
　
原

洲
河
崎

大
河
原

藤浦　中
原部尾
唯美正
代舟子

85　53　65

歳歳歳

幸奉徳
雄夫別
宅宅宅

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

門
脇
　
祐
二

小
椋
真
理
子

森
田
　
重
彦

足
立
　
君
子
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善意銀行受払報告

・10月末累計額

1．919，720円

・11月中寄付額

210，000円

（内　　訳）

香典返し75，000円

快気臥135，000円
・11月末累計額

2，129，720円
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保健行事
乳幼児健診

日　時　昭和58年1月29日㈱

場　所　役場南庁舎二階

対象者　生後1年未満の乳児と

希望者

医　師　根雨保健所長

母親学擬

日　時　昭和58年1月26日（湘

場　所　役場保健室

対象者　妊婦

※母子健康手帳を持参して下さ

い。

電気こたつの上手な使用を

電気こたつは、こたつ敷きを

どの上に置いて使いましょう。

保温効果が上がります。また

こたつ掛けも、

厚手で大きめの

綿製のものが効

果的ですが、軽

いアクリル系の

ものでも毛布を

余分に掛けると

よいでしょう。

江　　府　　町　　報　」‾‾一昭和57年12月25日発行≡（1分

除雪作業にご協力を

今年も、厳しい冬がすぐそ

こまで来ています。

今年も、除雪時期を迎え、

主要道蕗や通学道蕗などの交

通網確保を中心に、除雪対策

に全力をあげるよう万全を期

しています。

しかし、例年のことながら

路上駐車や放置物が多く除雪

作業が遅れる原因とをってい

ます。とくに、除雪作業を進

める上で路上駐車は、交通を

マヒさせ作業を遅らせる原因

になるほか、玄関に置かれた

自転車、単車は、除雪された

雪圧で倒れ、玄関のガラスを

こわしたりの事故につながっ

ています。

したがって、除雪予報が出

ているときは、車の駐停車、

玄関前の自転車・単車など十

分注意して下さい。

なお、なだれ等の場所を発

見されたときは、すぐ町役場

（電話5－2211番）にご連絡

下さい。

荒田地区が休猟区に

狩猟鳥獣の保護繁殖を図るために、昭戒

57年11月1日から60年10月31日まで下図の

とおり荒田地区99院之が休猟区になりまし
仙霊′転がY帥
●　　町　　　　　　　　て‾、、′一

水道の冬じたく

寒さから水道管を守はしょう

水道管の冬

じたくはでき

ていますか。

気温が摂氏

マイナス4度

以下になると

水道の水が凍

りつき水道管

が破裂してし

まいます。と

くに、水道管が次のような場所

にあるときは、防寒に十分注意

しましょう。

・屋外にあって、むき出しにな

っている場合

・北向きの寒いところにある場
A

・日照時間の短いところにある

場合

このようなところにある水道

管には、早めにミ防寒策モ　をと

っておきましょう。

水遭管の凍結を防ぐには

水道管に保温材（毛布や布な

どでもよい）を蛇口の所まで巻

き、その上からぬれないように

ビニールなどで包みましょう。

気温が下がると予想されると

きには、少しずつ水を出してお

いて下さい。

凛って水が出ないとき

凍ったと思われる水道管の露

出部分に布やタオルを巻いて、

その上から少しずつ熱湯をかけ

る。（急に熱湯をかけると水道

管が破裂してしまいますからご

注意）

織裂したとき

まず止水栓を締め、破裂した

部分に布かテープをしっかりと

巻きつけて応急手当をする。

それから業者に連絡をして修

理を申し込んで下さい。
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